
令 和 ４ 年 度 

逗 子 市 一 般 会 計 補 正 予 算 （ 第 ５ 号 ） 

逗 子 市 
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議案第50号 

 

令和４年度逗子市一般会計補正予算（第５号） 

 

令和４年度逗子市の一般会計補正予算（第５号）は、次に定めるところによる。 

（歳入歳出予算の補正） 

第１条 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ27,224千円を追加し、歳入歳出予算の総額

を歳入歳出それぞれ22,584,420千円とする。 

２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予

算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

   

 

令和４年９月28日提出 

 

逗子市長 桐ケ谷  覚  

 



13 375,254 9,256 384,510

1 負担金 375,254 9,256 384,510

19 898,577 17,968 916,545

2 基金繰入金 868,445 17,968 886,413

22,557,196 27,224 22,584,420

第１表　　歳入歳出予算補正

歳　　入

款 計

 千円

項 補正前の額

 千円

分担金及び負担金

繰入金

歳　　入　　合　　計

- 2 -

補　正　額

 千円



4 2,464,271 27,224 2,491,495

1 保健衛生費 1,122,888 27,224 1,150,112

22,557,196 27,224 22,584,420

 千円

補　正　額

 千円

衛生費

歳　　出　　合　　計

- 3 -

歳　　出

款 計

 千円

項 補正前の額



 



令 和 ４ 年 度 

 

 

逗 子 市 一 般 会 計 補 正 予 算 （ 第 ５ 号 ） に 関 す る 説 明 書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

逗 子 市 



 

 



１　総　　括

（歳　　入）

13 分担金及び負担金 375,254 9,256 384,510

19 繰入金 898,577 17,968 916,545

22,557,196 27,224 22,584,420歳　　入　　合　　計

- 1 -

歳入歳出補正予算事項別明細書

款 補正前の額 補　正　額 計

 千円  千円  千円















 

 

議 案 等 資 料 

 
（補正予算資料） 



令　和 4 年 第 3 回

議案第 50 号

令　和 4 年度 会計

5 号

課かい名

歳入歳出予算

　歳出 6.7 ページ

款 項 目 事業１ 事業２
科　目 4 1 1 2 1

事業名

補正額 千円

　歳入(1) 4.5 ページ

款 項 目 節 細節
科　目 13 1 2 1 1

細節名

補正額 千円

　歳入(2) 4.5 ページ

款 項 目 節 細節
科　目 19 2 4 1 1

細節名

補正額 千円

補正の理由

説明

補正予算　　第

国保健康課

議　案　等　資　料　（補正予算資料）

予算説明書

 新型コロナウイルスの感染拡大に対応するため、逗葉地域医療セン
ターの一次救急において、一般の診療所が診療を行っていない休日夜間
に本年7月から9月の期間で実施している発熱外来について、本年10月か
ら3月は体制を一部変更して発熱外来診療を延長するとともに次の感染
拡大を想定した発熱外来診療体制の確保を図るものです。

定例会

一般

（歳出）
　一次救急対策事業（発熱外来追加分）　　  27,224千円
（歳入）
　一次救急医療対策事業費負担金（発熱外来追加分）　9,256千円
  みんなで乗り越える新型コロナウイルス感染症対策基金繰入金
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　17,968千円

予算説明書

一次救急医療対策事業費負担金

9,256

一次救急医療対策事業

27,224

予算説明書

みんなで乗り越える新型コロナウイルス感染症対策基金繰入金

17,968



【国保健康課】 

 

１ 事 業 名  一次救急医療対策事業 

 

２ 事業概要 

⑴  歳出 27,224千円  

  

 

⑵ 歳入 27,224千円 

 ・分担金及び負担金（一次救急医療対策事業費負担金）  9,256千円 

 ・基金繰入金(みんなで乗り越える新型コロナウイルス感染症対策基金) 

17,968千円 

⑶  補正予算の内容 

新型コロナウイルスの感染拡大に対応するため、逗葉地域医療センターの一次

救急において、一般の診療所が診療を行っていない休日夜間に本年7月から9月の

期間で実施している発熱外来診療について、本年10月から3月は体制を一部変更し

て発熱外来診療を延長するとともに次の感染拡大を想定した発熱外来診療体制の

確保を図るものです。 

 

  想定対象者 逗子市民及び葉山町民 

期間  令和４年10月1日～令和５年3月31日 

時間  毎日夜間20:00～23:00及び休日12:00～17:00 

体制  通常の一次救急体制に以下のとおり追加する。 

  

＜経費の内訳＞ 内訳詳細は、別紙 

・人件費 22,091,205円 

 

【夜間(感染安定期)】6,958,279円 

（医師1(一次救急兼務)、看護師1(一次救急兼務）、事務員1、薬剤師1、案内1） 

【休日昼間(感染安定期)】3,606,020円 

（医師1、看護師1、事務員1、薬剤師1(一次救急兼務）、案内1） 

【夜間(感染拡大期)】9,447,228円 

  (医師1、看護師1、事務員1、薬剤師1、案内2) 

【休日昼間(感染拡大期)】2,079,678円 

(医師1、看護師1、事務員1、薬剤師1（一次救急兼務）、案内2) 

 

・検査キット代 2,730,000円 

・感染症廃棄物処理料 2,402,400円 



別　紙

科目 金額（円）

人件費 22,091,205

・検査キット代

日数 人数 単価 計

182 10 1,500 2,730,000

・感染症廃棄物処理料

日数 個数 単価 計

182 2 6,600 2,402,400

合計 27,223,605

発熱外来経費見積

諸経費 5,132,400

別表

備考



【別　表】

期間　令和4年10月1日から令和5年3月31日

人数 日数 時間 時給 危険手当 日給 金額

医師　 1 112 　ー　※1 　ー　※1 6,000 6,000 672,000

看護師　 1 112 　ー　※1 　ー　※1 6,000 6,000 672,000

事務員 1 112 3 3000 6,000 15,000 1,680,000

薬剤師 1 112 3 6000 6,000 24,000 2,688,000

案内員 1 112

5,712,000

人数 日数 時間 時給 危険手当 日給 金額

医師 1 38 5 12,500 6,000 68,500 2,603,000

看護師 1 38 5 5,000 6,000 31,000 1,178,000

事務員 1 38 5 3,000 6,000 21,000 798,000

薬剤師　※1 1 38 　ー　※1 　ー　※1 6,000 6,000 228,000

案内員 1　※2 38

4,807,000

人数 日数 時間 時給 危険手当 日給 金額

医師 1 70 3 15,667 6,000 53,000 3,710,000

看護師 1 70 3 5,000 6,000 21,000 1,470,000

事務員 1 70 3 3,000 6,000 15,000 1,050,000

薬剤師 1 70 3 6,000 6,000 24,000 1,680,000

案内員 2　※2 70

7,910,000

※3

単価

（1時間あた

り）

時間 人数 日数 小計（期間内） 合計（税抜き） （税込み）

19：30

～22：

00

2,281円 2.5 1 5,703

22：00

～23：

30

2,853円 1.5 1 4,280

19：30

～22：

00

2,281円 2.5 2 11,405

22：00

～23：

30

2,853円 1.5 2 8,559

19：30

～22：

00

2,853円 2.5 1 7,133

22：00

～23：

30

3,566円 1.5 1 5,349

休日昼間
9：30～

17：30
1,902円 8 1 19 289,104

休日昼間

（感染拡大期）

9：30～

17：30
1,902円 8 2 13 395,616

年末年始

昼間

9：30～

17：30
2,377円 8.0 1 6 114,096

22,091,205

※2：感染拡大期昼間・夜間は案内員2人体制。

計

案内員

15,216

30,432

19,016

※3詳細は下記表を参照

期間

夜間

夜間

（感染拡大期）

夜間

（年末年始）

9,982

19,964

12,482

106

70

6

合計　

3,662,2053,329,277

発熱外来執務者人件費

感染安定期　夜間　20：00～23：00（3H）

　休日昼間　12：00～17：00（5H）

感染拡大期　夜間　20：00～23：00

1,397,480

小計（1日）

※3詳細は下記表を参照

※3詳細は下記表を参照

74,889

1,058,092

計

計

※1：通常の一次救急の内科担当が兼務するため、

医師・看護師は危険手当のみ。



休日夜間診療

（一次救急医療）

前回（7月～9月）

の発熱外来診療体制

※１

今回（10月～3月）

の発熱外来診療体制

※１　前回の診療体制については、期間内を通して拡大期とし、通常の一次救急医療体制に加えて上記人員を増員。

※２　今回の感染安定期（夜間）の発熱外来診療医師、看護師については一次救急医療内科担当が業務し、危険手当のみ加算。その他の人員については増員。

※３　今回の感染拡大期（夜間）の人員については、通常の一次救急医療体制に加えて上記人員を増員。

実施体制（人員）比較表

感染安定期（夜間） 感染拡大期（夜間） 休日昼間（感染拡大期を含む）

外科医師　1名

内科医師　1名

看護師　　2名

薬剤師　　ー

事務員　　1名

外科医師　1名

内科医師　1名

看護師　　2名

薬剤師　　ー

事務員　　1名

外科医師　1名

内科医師　1名

看護師　　2名

薬剤師　　1名

事務員　　1名

※４　今回の休日昼間（感染拡大期を含む）の薬剤師については一次救急医療薬剤師が兼務し、危険手当のみ加算。その他の人員については増員。

　　　拡大期については、案内員2人体制とする。

※２

医師　　　ー　（一次救急担当が兼務）

看護師　　ー　（一次救急担当が兼務）

事務員　　1名

薬剤師　　1名

案内員　　1名

※３

医師　　　1名

看護師　　1名

事務員　　1名

薬剤師　　1名

案内員　　2名

※４

医師　　　1名

看護師　　1名

事務員　　1名

薬剤師　　ー　（一次救急担当が兼務）

案内員　　1名（2名）

医師　　　　1名

看護師　　　2名

事務員　　　2名

薬剤師　　　1名

交通誘導員　3名

医師　　　　1名

看護師　　　１～2名

事務員　　　１～2名

薬剤師　　　1名

交通誘導員　2名
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